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『まろにえ会』25 周年を迎えて 

 

第七代会長 恩田 宏三 

 

 このたび まろにえ会が設立 25 周年を迎え、数多くの皆さんと

ともに祝えることは、本当に喜ばしいことです。 『まろにえ会』

は、彩の国いきがい大学伊奈学園第４期卒業の８名の先輩の方々

が立ち上げた会です。学園の卒業後に[地域社会に貢献する]とい

う基本理念を実践する組織として、平成７年４月に『まろにえ蓮

田』が発足しました。 

それから 25 年、最初のころは 小人数での活動でしたが、諸先

輩は、伊奈学園での貴重な経験・体験を活かし、地域で活動することを 努力されたようです。 

当時は、体の不自由な方の車イス介助や移送手伝いなどが、活動の主体であったそうです。 平

成 12 年の介護保険制度の導入を機に 奉仕活動の内容を大きく変え なおかつ拡大しながら、

今日に至りました。 

また、活動地域も、蓮田市から一部白岡市、さいたま市、上尾市、宮代町などに広げたこと

もあり、平成 23 年４月には『まろにえ会』と会の名称を変更いたしました。 

『まろにえ会』の活動として 子供たちとの「昔の遊び」や「物づくり」、保育園でのスキン

シップ、病院でのお手伝い、高齢者施設での「墨絵教室」などを行ってきました。お年寄りの

方々や子供たちの笑顔が、私たちの喜びとなっております。一人暮らしの高齢者に配る「絵手

紙」は なんと 23 年も続いています。 

その他 音楽の好きな会員が集まってつくった“アンダンテまろにえ”は 介護施設や地域の敬

老会などで楽器の演奏とともに一緒に歌を歌い、おおいに感謝されています。 

ところで まろにえ会は 今大きな課題に直面しています。まずは『まろにえ会』の誕生母体

となった「いきがい大学」が この春 「埼玉未来大学」と変わったことです。  

まだ「埼玉未来大学」の方向性が 不透明で判断しにくいのですが、その機能・役割も従来とは 

大きく変わることに 違いありません。 

また新たに新型コロナウイルス感染騒ぎが勃発し 我々のボランティア活動にも多大なる影

響を受けておりますが「かけがえのない普通」ということが 本当に大切ですね。   

設立２５年を迎えることが出来ましたが 次の３０年、40 年に向けて会を継続発展させるの

には  会員全員が一緒になって 新たに生じる諸問題を一つ一つクリアーし 進むことが必要と

なってきております。 

最後に、25 周年にあたり『 まろにえ会』を導いていただいた諸先輩の方々に大いに感謝する

とともに、「ますます」「ろうごを」「にこにこ」「えがおで」の“まろにえ”のネーミングのよう

に、明るく元気で いつも笑顔のあふれる活動を末永く続けようでは ありませんか。 
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25 周年記念誌への全員寄稿に寄せて 

 

 今回、記念誌作成に当たり、まろにえ会会員みんなの記念誌ということであれば、全員が文章

などを載せることが最もふさわしいと、私たち記念事業部会は考えました。 

 そこでハガキ大のキャンバスに自由なテーマで文字だけにはこだわらず、絵、写真など何でも

構いませんということにしましたが、却って皆さんは「何を載せようか」と戸惑ったかもしれま

せんね。 

 そして集まった原稿、これがまさに多様、また限られた紙面でしたのでエッセンスを込めて戴

いたようです。 

 覗いてみますと、学園生活の思い出、まろにえ会での喜び、ボランティア活動に寄せて、郷愁、

人生訓、趣味のこと、戦時下の記憶、亡き肉親の回顧、旅を綴って、現在の心境・・・などエッ

セイ、俳句、川柳、イラスト、写真なども交え、皆さんの思いがいっぱい詰まったものとなりま

した。 

 今回の寄稿内容はお一人おひとりの思いの大切な記録になると共に、まろにえ会としての 

貴重な財産になると思います。 

 あらためて皆さんに感謝いたします。 
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資 料 編  

1. 会の活動（直近 5 年間） 

年度 27 28 29 30 31

（1）定期的活動（毎月）

　　絵手紙作成（吾亦紅AB　オークプラザ）

　　子育て支援センター（おひさま）

　　絵手紙教室（フローラ蓮田）

　　ものづくり手伝い（吾亦紅）

　　囲碁（聖蹟プライムコート）

767 750 770 709 658

（２）保育園での活動（蓮田市内全7保育園）

　　おじいちゃん・おばあちゃんと遊ぼう（0～5歳児）

　　他の活動（クリスマス会他）
161 146 131 142 148

（4）東埼玉病院での活動

　　3階病棟（ゲーム補助他）

　　2階病棟（レクレーション他）

37 46 36 52 63

（5）フェスティバル等での活動

　　子育てでつながろうMiNiフェスタ
86 94 71 87 67

（6）ミニ鉄道模型博

　　蓮田市内全保育園及び市主催親子ふれあい村
　ー 　ー 57 74 53

（８）その他のボランティア活動

　　蓮田南小学校おやじの会、子ども祭他
46 41 46 71 44

（９）ものづくり講習会と事前準備会

　　社会福祉協議会　コップけん玉　万華鏡他
89 95 121 118 84

（10）アンダンテまろにえの練習会

　　中央公民館他　楽器演奏と歌の練習
　ー 85 620 600 616

（11）親睦事業（まろにえ会独自事業）暑気払い他 141 192 191 193 200

（12）会員定期総会 72 64 65 67 　ー

協力者数（名）

（３）小学校・学童保育所での活動

　　ものづくり学習（黒浜西小他）

　　その他の催事（中央学童保育所他）

（７）アンダンテまろにえの活動（楽しくハモろう）

　　グループホームフローラ蓮田他

　　お楽しみ会他

238 319 277 177 216

167 176 181 179 139

 

 活動の主軸であるボランティア活動を通して、保育園児、小学生、学童保育児童、病院やグルー
プホーム等でお過ごしの方など多様で幅広い年齢層の方々と交流できていることは、私たちの喜び
です。理事会や活動の質向上のための「ものづくり講習会」や「事前準備会」等に会場を使用させ
ていただいている社会福祉協議会にもお礼を申し上げます。2020 年 2 月末に新型コロナウイルス
感染症の問題が発生して、3 月からの活動が大きく制限されました。 
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2. 親睦事業（直近 5 年間） 

　年度 　実施日 　　事　業　内　容 参加者 担当幹事

9月3日 暑気払い・そば打ち 31名 23年卒

11月26日 ハイキング・平林寺 15名 27年卒

1月25日 新年会・仁屋 42名 24年卒

2月24日 旅行・JAXSA 33名 26年卒

4月21日 グランドゴルフ 20名 25年卒

7月25日 暑気払い・徳樹庵 52名 24年卒

9月27日 ハイキング・江戸城 26名 28年卒

11月7日 グランドゴルフ 29名 26年卒

1月23日 新年会・仁屋 46名 25年卒

2月17日 旅行・上野鈴本 45名 27年卒

7月24日 暑気払い・上尾木曽路 45名 25年卒

10月16日 落語鑑賞と浅草寺参詣 25名 28年卒

11月29日 グランドゴルフ 31名 27年卒

1月22日 新年会・米屋 51名 26年卒

3月5日 工場見学・造幣局博物館 35名 29年卒

7月23日 暑気払い・米屋 54名 26年卒

10月30日 グランドゴルフ 35名 28年卒

11月27日 歳忘れバーベキュー大会 28名 29年卒

1月28日 新年会・仁屋 48名 27年卒

3月29日 蓮田の歴史を学ぶ・ランチ 28名 30年卒

7月22日 暑気払い・仁屋 52名 27年卒

10月8日 グランドゴルフ 31名 29年卒

11月26日 武州鉄道を歩く 26名 30年卒

1月27日 新年会・信濃路 51名 28年卒

2月26日 落語会・中央公民館 40名 31年卒

31年度

30年度

29年度

28年度

27年度

  

 担当グループの工夫で、毎回バラエティーに富んだ親睦事業が行われ、会員への話題提供が活発
になり、相互の交流に大きく役立っていると考えられます。31 年度の落語会にはまろにえ会会員
以外の参加者（28 名、上表には算入していません）も募りました。 
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3. 会員数・定例会出席率       

会員数 定例会出席率

平成27.4～28.3 79名 75.50%

平成28.4～29.3 74名 78.70%

平成29.4～30.3 75名 80.30%

平成30.4～31.3 73名 80.50%

平成31.4～令和2.3 71名 82.20%
 

会員数はこの 5 年間 70 名台で安定しています。令和 2 年 4 月から「いきがい大学」が「埼玉
未来大学」に改組されると、会員はどの様に変化していくのか、予断を許しません。また、定例会
の出席率を見ると、全員の関心の高さが伺えます。 

4. 歴代会長 

 会長名（卒業年） 在任期間 

初代 佐藤 知信（ 7） 平成 7 年～平成  8 年 

第 2 代 根本 孝道（ 6） 平成 9 年～平成 14 年 

第 3 代  清水 元太郎（8） 平成 15 年～平成 17 年 

第 4 代  菊 正勝  （14） 平成 18 年～平成 20 年 

第 5 代 中村 浩  （17） 平成 21 年～平成 27 年 

第 6 代 加藤 啓一（20） 平成 28 年～平成 30 年 

第 7 代 恩田 宏三（23） 平成 31 年～ 

5. 直近 5 年間の役員                            （卒業年） 

年度 会長 副会長 会計 監事 

27 中村 浩  （17） 加藤 啓一（20） 
篠原 恒  （22） 

大友 文子  （23） 
黒須 淳一  （23） 

早川 健一（21） 
堀 久子 （23） 
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加藤 啓一（20） 
篠原 恒  （22） 

恩田 宏三（23） 

黒須 淳一 （23） 

江澤 ゆり子（26） 

大友 文子（23） 

鈴木 邦彦（24） 
 

29 

 

加藤 啓一（20） 
篠原 恒  （22） 
恩田 宏三（23） 
黒須 淳一（23） 

後藤 志郎  （25） 
片寄 賢二  （26） 

塩谷 匡子（25） 
大場 宏悦（26） 

 

30 

 

加藤 啓一（20） 
恩田 宏三（23） 
黒須 淳一（23） 
鈴木 邦彦（24） 

石黒 庄司  （25） 
園田 武    （26） 

後藤 志郎（25） 
片寄 賢二（26） 

 

31 

 

恩田 宏三（23） 
黒須 淳一（23） 
鈴木 邦彦（24） 

片寄 賢二（26） 

辻本 健一  （28） 
藤本 祐司  （29） 

石黒 庄司（25） 
園田 武  （26） 

まろにえ会の活動は役員の皆さんの献身的な努力のもとに成り立っています。改めて感謝いた
します。 
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会 員 名 簿 （令和 2 年 3 月 31 日現在） 

卒年 氏　名 卒年 氏　名 卒年 氏　名

6 根本　孝道 工藤　元昭 青木　哲夫

9 高橋　渡喜雄 早川　健一 荒井　大一

10 菊池　節子 村本　弘 金子　愛子

12 北詰　次男 小川　マレ子 細川　浩之介

中村　敬子 篠原　恒 堀内　和男

藤原　拓輔 大友　文子 向田　良子

八重樫　芳男 恩田　宏三 新井　晃司

山口　寛 黒須　淳一 河村　芳雄

吉田　ヨネ 古賀　秋生 辻本　健一

15 渋谷　文子 堀　久子 吉田　敏洋

小島　明儀 和久井　繁 大出　笑子

篠原　公子 鈴木　邦彦 小林　信行

今出　美知子 関　保國 関口　巴

川上　高弘 石黒　庄司 藤本　祐司

中村　浩 後藤　志郎 松本　きよ子

道下　末男 塩谷　匡子 島田　美惠子

満田　征治 江澤　ゆり子 林    　博

18 松田　弘美 大場　宏悦 山本　二三男

内田　孝 片寄　賢二 滝澤　與司夫

佐藤　輝子 諧　隆雄 原　   幸男

白井　隆 黒須　愛子 新井　良

井山　孝 園田　武 佐藤　アサ

加藤　啓一 村本　淑子 小松　秀行

長澤　昭洋 斎藤　邦弘　

20

13

22

23

24

25

26

14

16

17

19

27

30

21

31

28

29
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                                （写真：伊奈学園ＨＰ） 

編 集 後 記 

 まろにえ会 25 周年記念事業を行うことになり「25 周年記念事業実行委員会」が設立され、 
 
記念事業担当の「記念事業部会」として検討を始めました。 
 
20 周年時の体験者も少なく、また 25 年と言う中間期でもあり、どのような記念誌が良いか皆 

 
で悩み考え、基本コンセプトを「会員全員参加の記念誌つくり」としました。 
 
そこで会員の皆さんに、はがきサイズのキャンバスに自由な発想での寄稿文を書いていただくこ 

 
とで全員参加の記念誌としました。 
 
会員の皆さまの個性あふれる寄稿文により楽しい、思い出の記念誌になったと思っておりますが、 
 
皆さん如何でしょうか。 
 
まろにえ会活動の足跡としての、そして会員皆さまの思い出つくりとしての記念誌発行に参加で 
 

きましたこと、また記念事業部会委員としてそれぞれ役割分担いただき、新型コロナウイルス騒ぎ 
 
の中、作業に励み素晴らしい成果をあげて頂いた委員の皆さんに心から感謝します。                       

                  （後藤記） 
 

 《25 周年記念事業実行委員会》（敬称略） 
 
  委員長 篠原 恒 副委員長 黒須淳一  
 
  アドバイザー 中村 浩 加藤啓一 サポーター 恩田宏三 鈴木邦彦 片寄賢二 
 
  □式典・祝宴部会 部会長 青木哲夫 
           委 員 江澤ゆり子 村本淑子 辻本健一 林 博 
 
  □記念事業部会  部会長 後藤志郎 
           委 員 大友文子 塩谷匡子 諧 隆雄 藤本祐司 原 幸男 
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